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研究成果の概要： 
 
 ヒトの記憶については心理学的・神経科学的な研究が数多く行われてきていたが、記憶の間

違い―つまり、記憶として想起はできるものの内容が正確ではない場合―のメカニズムについ

ては不明な点が多い。本研究ではヒトの脳活動を間接的に測定することができる脳機能画像法

と、脳損傷患者を対象とした神経心理学的研究によって、ヒトの脳でどのように誤った記憶情

報が表象されるのかを検討した。記憶を司る内側側頭葉に対して、記憶を制御する前頭前野が

影響を与えていることや、内側側頭葉と感覚情報を処理する感覚皮質の関連が明らかとなった。 
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１．研究開始当初の背景 
 
 記憶研究についてはその脳内メカニズム
の解明が、分子レベルからシステムレベルに
至るまで、着実に前進しつつある。しかしな
がら、通常の記憶研究では記憶がどのように
正しく記銘・保持・再生されるのか、あるい
はどのようにして記憶が忘却されたり障害
されたりするのか、というメカニズムの研究
が中心であり、記憶は確かに存在するものの

正確ではないという「記憶錯誤」の脳内メカ
ニズムについては、まだ未解明の点が多く、
系統的な研究を行う必要性が指摘されてい
た。 
 
 
２．研究の目的 
 
記憶錯誤は何気ない日常生活上で経験する
場合もあるが、認知症患者において妄想等の



症状と合併した場合には深刻な病態を呈す
ることがあり、今後の高齢化社会を考慮する
と重要性の高い研究といえる。我々は、これ
までの心理学的研究によって作成されてき
た記憶錯誤を誘発させるパラダイムを的確
に利用し、大学生のみならず高齢者を対象と
した脳機能画像法を施行し、さらに脳損傷患
者を対象とした神経心理学的研究を並行し
て行うことで、記憶錯誤の神経基盤にアプロ
ーチすることを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究の中心的な実験として、（１）及び（２）
の脳機能画像法による実験と、（３）の症例
研究が挙げられる。以下で、それぞれの研究
について詳述する。 
 
（１）記憶錯誤に関わる神経基盤を明らかに
するため、まず記憶想起の際の内側側頭葉と
連合皮質の神経活動を脳機能画像法で測定
した。無色の無意味図形・有色の無意味図形
の記銘の後、これら全ての図形とディストラ
クタを無色で呈示し、記銘したものかどうか、
そして記銘した図形であれば何色であった
かを想起させる課題を施行し、PET により脳
血流量を測定した。 
 
（２）健常被験者を対象に虚再認と意図
的な嘘の神経基盤に関する fMRI 実験を
行った。この研究では DRM リストと呼ば
れる、虚再認を高い確率で引き起こすこ
とが可能な単語リストを用いて、1）学
習した単語を正確に再認できた時、2）
学習していない単語にもかかわらず学
習したものであると虚再認を起こした
時、3）学習していない単語にもかかわ
らず学習したものであると意図的に嘘
をついた時、の 3 種類の認知過程に伴う
神経基盤を同定するために脳機能画像
法による実験を行った。被験者は聴覚呈
示による単語リストを学習した後、視覚
呈示による再認記憶課題中の神経活動
を機能的磁気共鳴画像法(fMRI)によっ
て測定された。 
 
（３）アルツハイマー病及び正常圧水頭症に
より特異な認知機能障害を呈した症例に対
し、系統的な神経心理学的検査を行った。こ
の症例における特徴的な症状は、近親者に限
局した人物誤認と、自分の今いる建物など本
来一つのものが二つあると考える重複記憶
錯誤であった。 
 
 
４．研究成果 

 
（１）有色であった図形を想起する際には、
内側側頭葉と色情報の処理に関与する領域
の両方が賦活することが明らかとなった。こ
れは記憶想起の際に内側側頭葉だけではな
く、個々の記憶構成要素に関与する連合皮質
の再活動が重要である可能性を示している
（Ueno et al., 2007）。 
 
（２）結果として、まず意図的に嘘をつ
いた場合には外側の前頭前野の賦活が
認められ、これまでの先行研究の知見と
も合致するものであった。次に虚再認に
比べ正確に再認できた場合には、聴覚連
合野の賦活が認められた。この結果は実
際に知覚入力を経て学習した単語の再
認の際には、聴覚関連領域の再活動が関
与している可能性を示唆する。最後に、
虚再認と嘘に関わる神経活動の直接比
較を行った結果、嘘に関連して前頭前野
の賦活が認められ、虚再認に関連して内
側側頭葉（右海馬前方）の賦活が認めら
れた。後者の内側側頭葉の活動に関して
は、この領域が記憶の客観的な正確性だ
けではなく、主観的な判断にも関係して
いる可能性を示唆しており、記憶錯誤に
おける内側側頭葉の関与を考察する上
で非常に重要な知見を得ることができ
た（Abe et al., 2008）。 
 
（３）各種認知機能に関する検査及び画像所
見から、この人物誤認症状が記憶障害や遂行
機能障害など複数の要因に由来する可能性、
また右半球を中心とする脳機能の低下によ
って引き起こされる可能性が示された。この
知見は、前頭前野の機能が正常な記憶処理に
重要な役割を果たしていることを示唆して
いる（Abe et al., 2007）。 
 
上記の研究成果から、ヒトが正しい記憶処理
をする上では記憶を司る内側側頭葉と共に、
感覚皮質の活動が重要であること、また記憶
のエラーを防ぐには前頭前野による制御が
重要である可能性が示されたといえる。 
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